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自 由 課 四
二ホンザルオスの生殖槻能の季節変動
0′ 及び性成熟
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来するかを明 らかにす ることに袋申されてきた｡ しか
し,嘱乳類精子にみられる形態の多様性が進化の上で,
どのような意味を持っているかについてはほとんど知ら
れていない｡
走査型rFu子顕故銃 (以下走査TIFRと略す)の狩人は.
桁子の全形を今迄の光学即微iTiでは狩られなかった分解
随と立体視で枇察することを可憶にし.鵬乳yl杓子の比
蛇形態学に新しい辺をひらいた｡俣野は現在までに有胎
幻加の主なグループを代'Liすることか山来ると思われる
7日19位の動物のflQi子を走充Tl孤で組察した(俣野1971,
1972)｡その紙料 ま.体内受精を行なうようになった輔
乳類では,杓子は生態的な形哲をあまり受けずに.この
グループの進化の過程を示す形態を保持していることを
明らかにしている｡
更に上記の研究において,俣野は柾めて近縁で交尾は
するが推柾のできないドプネズミRatLtLSIZOrVCgz'cusと
クマネズミRatlLSraLEILSの杓子を比較したところ.ド
プネズミではql怒股跡こ特有の小さな突起が存在する
机 クマネズミでは,そのような突起は祝祭されないこ
とを明らかにしたのである｡
虫近,巧打写し獄の受矧こおける椅子頭部の超政柄道の変
化が通常電顕で詳しく観察されるようになったが (野田
･柳町 1971),俣野は上記の研究において受精能獲得現
象に関係すると考えられている頭部前域の表面構造と,
配偶子融合に関係すると考えられている頚部後域のそれ
とが相違することを明らかにしている｡
本研究の目的は.(1)霊長類椅子を系統分類学的に比較
することと,(2)霊長類盟砥学のための基滋としての椅子
表面の詳細な形態学的観察である｡
材料及び方法
放映肘まニホンザル MacacLZfLSCaEafuscaEa.ヤク
ザルM.fLtSCatayaktLF'.タイワンザル M.cycZo〆S.ア
カゲザル M.mlLhztEa.カニクイザル M.Z'1･tLSの5柾蛾
7頭であった｡
生括他力を机わすに相子紋を和るために.泌尿宕琵科で
行なわれる椛狩出形法に恥じて.23Gのエラスターを杓
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